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保証書� 裏表紙

このたびは、デロンギ製品をお求めいただき、まことに
ありがとうございます。
本製品を正しく安全にお使いいただくために、ご使用
前に、必ずこの取扱説明書を最後までお読みください。
お読みになった後は、保証書（裏表紙）とともに大切に
保管してください。
本書に記載の内容は、改善のため予告なく変更する場合
があります。

型式番号

　 CM 011J家庭用

※�本体の型式番号「ICMI011J」の後に続くアルファベット
は色番号を表すものです。

取扱説明書
保証書付

デロンギ
ディスティンタ

ドリップコーヒーメーカー 

Drip Coffee Maker
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安全上のご注意  

指　示

● �定格 15A（100V）の壁コンセントを単独
で使う
（火災の原因）
・�ゆるんだコンセント、延長コード、テーブ
ルタップなどは使わない。
・�海外など、異なる電源電圧の地域で使用し
ない（日本国内専用）

● �電源プラグは根元までしっかりと差し込む
（火災の原因）
● �電源プラグやコンセントのほこりなどは
定期的にカラ拭き掃除をする
（火災の原因）
● �故障・異常時には、直ちに使用を中止する
（火災・感電・やけどの原因）
〈異常・故障例〉
・�電源プラグ・コードが異常に熱くなる。
・�異常な音やにおいがする。
・�本体に破損や変形がある。
・�本体から水や蒸気が漏れる。

異常、故障時には直ちに使用を中止し、
電源プラグをコンセントから抜き、販売
店または当社テクニカルセンターへ点検、
修理を依頼してください。

禁　止

● �ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない
（感電の原因）
● �電源プラグ・コードを破損させない
（火災・感電の原因）
・�傷付けたり、延長するなど加工したり、加
熱したりしない。

・�引っ張ったり、重いものを載せたり、はさ
んだりしない。

・�無理に曲げたり、ねじったり、束ねたりしない。
・�火に近づけたり、高温部に近づけたりしない。

電源プラグ・コードに破損、変形などの
異常があるときは、直ちに使用を中止し、
販売店または当社テクニカルセンターへ
点検、交換を依頼してください。

● �子供など取り扱いに不慣れな人、介助を
必要とする人だけで使わせたり、乳幼児
に手の届くところで使わない
（火災・感電・やけど・けがの原因）
・�子供が機器（電源コード含む）で遊ばない
よう監視する。

● �保温プレートにガラスジャグがない状態で
使わない
（やけどの原因）
● �抽出中に本体ふたを開けたり、触ったりし
ない
（やけどの原因）
● �分解、修理、改造をしない
（火災・感電・やけどの原因）

● �ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」を最後までお読みください。
● �ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への損害を未然に防止するもの
です。

誤った取り扱いをしたとき、死
亡や重傷に結びつく可能性のあ
るもの

誤った取り扱いをしたとき、軽
傷または家屋・家財などの損害
に結びつく可能性のあるもの

お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。（下記は絵表示の一例です。）

指　示

必ずしなければいけないことを示します。
禁　止

してはいけないことを示します。

各注意事項を必ずお守りください
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使
う
前
に

指　示

● �ガラスジャグは空にしてから使用する
（やけどの原因）
・�湯やコーヒーがあふれることがあります。
● �お手入れをする場合は、必ず電源プラグ
をコンセントから抜き、本体が冷えてか
ら行う
（感電・けが・やけどの原因）
● �電源プラグを抜くときは、必ず電源プラ
グを持って抜く
（火災・感電の原因）
・�電源コードを無理に引っ張らない。
● �使用時以外は必ず電源プラグを抜く
（火災の原因）

禁　止

● �不安定な場所で使わない
（火災・やけどの原因）
● �から焚きしない
（火災の原因）
● �最大容量を超える量の水を入れない
（やけどの原因）
・�湯やコーヒーがあふれることがあります。
● �ガラスジャグを載せたまま本体を移動し
ない
（やけど・けがの原因）
● �蒸気孔に顔や手などを近づけない
（やけどの原因）
● �抽出中はガラスジャグを抜かない
（やけどの原因）
● �電源が入っているときや、電源を切った
後しばらくは、保温プレートに触れない
（やけどの原因）
● �抽出後、すぐに本体ふたを開けたり、水
タンクに水を入れたりしない
（やけどの原因）
・�湯が吹き出す場合があります。
● �ガラスジャグを直接火にかけたり、電子
レンジで加熱したりしない
（けがの原因）
● �本体や電源プラグ・コードに水をかけな
い
（火災・感電の原因）
・�水をかけたり、水に浸けたり、水洗いした
りしない。

誤って水をこぼしてしまった場合は直ち
に使用を中止し、電源プラグをコンセン
トから抜き、販売店または当社テクニカ
ルセンターへ点検、修理を依頼してくだ
さい。

● �他の製品の部品や付属品などを組み合わ
せて使用しない
（火災・感電の原因）
・�ガラスジャグを本製品以外で使用しない。
・�ガラスジャグをコーヒー抽出以外の用途で
使用しない。



付属品

計量スプーン
すり切り 1杯：約 5g
小山盛り 1杯：約 7g

操作ボタン部

アロマボタン /
アロマランプ（緑）
抽出中に押すと、アロマモード
に切り替わります。（6ページ）

電源（抽出）ボタン /
電源ランプ（赤）
押すと通常の抽出が
始まります。
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フィルターホルダー

ペーパーレスフィルター
コーヒー粉を入れます。

給水口フィルター
水タンクに入ってしまった
コーヒー粉などが、内部に入
るのを防ぎます。水タンク底
の穴に丸い方を差し込みます。

各部のなまえとはたらき

水タンク
最大容量：810mL

電源プラグ

電源コード

ふた

給湯口

水位計

●�お買い上げ後、製品に損傷がないこと、付属品がそろっていることを確認してください。
●�ご使用前に「お手入れ（8ページ）」を参照して、各部を洗ってください。

取っ手 ガラスジャグ

ホルダー受け

保温プレート

ドリッパー（弁）
ガラスジャグのふた（中央の連結
部）が接すると、弁が開きます。

ふた取っ手
ふたを開けるときは必ず取っ手を
持ちます。

操作ボタン部
（右上参照）
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お手入れ 

石灰の除去 　半年に 1 回程度、定期的に行う

使っているうちに、水に含まれる石灰成分が内部に付着します。故障の原因になるため、定期的に石灰の除去を行っ
てください。

1. フィルターホルダーを取り付ける
2.  ガラスジャグの給水目盛「MAX」まで入れた水を水タンクにそそぎ、空のガラスジャグを保温

プレートに載せる
3. 食酢大さじ 1 杯を水タンクに加え、本体ふたを閉める

4. 電源プラグをコンセントに差し込み、  を押す
5. 抽出が終わったら、  を押して電源を切り、ガラスジャグのお湯を捨てる
6. 5 分以上たってから、食酢のにおいが消えるまで、水だけで 2 回以上抽出を繰り返す

　お手入れに関するお願い
● �電源を切って電源プラグをコンセントから抜き、本体が冷えてからお手入れしてください。
　（感電・けが・やけどの原因）
● �ベンジン・シンナー・アルコール・研磨剤・漂白剤は、使わないでください。
　（傷・変色の原因）
● �たわし類・メラミンスポンジは、使わないでください。
　（傷の原因）
● �食器洗い機・食器乾燥機は使わないでください。
　（変色の原因）

水洗いできます 水洗いできません

ペーパーレスフィルター、フィル
ターホルダー、給水口フィルター、
ガラスジャグ、計量スプーン

スポンジと台所用中性洗剤で洗い、水ですすぐ
※�フィルターホルダー内のパッキンが外れない
ようご注意ください。ドリッパー（弁）が外
れて紛失のおそれがあります。

乾いた布巾で水分を拭き取り、乾燥させる
● �ペーパーレスフィルターが目詰まりした場合
は、少量の台所用中性洗剤を入れたぬるま湯
につけてから、洗ってください。

本体

よく絞った布巾で拭いた後、乾いた布巾で拭く
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故障かな？  

症状 確認すること 対処のしかた

お湯が出ない
水タンクに水が入っています
か？

水位計の目盛 2 ～ 6 に合わせて、
水タンクに水を入れてください。（6
ページ）

コーヒーがもれる

ペーパーレスフィルターが目詰
まりしていませんか？

ペーパーレスフィルターをお手入
れしてください。（8ページ）

細挽きのコーヒー粉を使ってい
ませんか？

中細挽き、または中挽きのコーヒー
粉をお使いください。

ドリッパー部分のゴムが外れた
り、傷ついたりしていません
か？

お求めの販売店または当社テクニ
カルセンターにご相談ください。
（11 ページ）

抽出に時間がかかる

ペーパーレスフィルターが目詰
まりしていませんか？

ペーパーレスフィルターをお手入
れしてください。（8ページ）

フィルターホルダーにコーヒー
粉が詰まっていませんか？

フィルターホルダーをお手入れし
てください。（8�ページ）

細挽きのコーヒー粉を使ってい
ませんか？

中細挽き、または中挽きのコーヒー
粉をお使いください。

石灰の除去をしていますか？
定期的に石灰の除去をしてくださ
い。（8ページ）

コーヒーにコーヒー粉が
混じる

細挽きのコーヒー粉を使ってい
ませんか？

中細挽き、または中挽きのコーヒー
粉をお使いください。
気になる場合は、ペーパーフィル
ターをお使いください。（7ページ）

コーヒーがガラスジャグ
からあふれる

水タンクの水位計「MAX」よ
り多く水を入れていませんか？

水位計の目盛 2�～�6�に合わせて、
水タンクに水を入れてください。（6�
ページ）

●�以下を確認しても正常に動かない場合は、当社テクニカルセンター（11�ページ）にご連絡ください。
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この製品は欧州 RoHS 指令に適合した製品です。
欧州 RoHS 指令とは、「電気・電子機器の特定有害物質の使用制限」を規定した欧州連合（EU）による指令です。
この製品は、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、六価クロム化合物、カドミウム及び
その化合物、ポリブロモビフェニル（PBB）、ポリブロモジフェニルエーテル（PBDE）の含有
率が、いずれも含有率基準値以下であり、環境に配慮して製造されました。

別売品
以下の部品は、お求めの販売店または当社オンラインショップでご購入いただけます。

■ガラスジャグ ■ペーパーレスフィルター

デロンギ・ジャパン  オンラインショップ URL http://shop-casa-delonghi.com/

仕様
製品名称 デロンギ�ディスティンタ�ドリップコーヒーメーカー

型式番号 CM 011J

定 格
電圧／周波数 交流�100V　50-60Hz
消費電力 750W

外形寸法（約） 幅 170 ×奥行き 230 ×高さ 285（mm）

質量（約） 2.2kg（ガラスジャグ取り付け時）

水タンク容量（約） 最大：810mL�（2 ～ 6カップ）

付属品 計量スプーン
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こ
ん
な
と
き
は

アフターサービスについて
1）�使用中に異常（★）が生じた場合は、直ちに電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。その後、9ペー
ジ「故障かな？」を調べても正常に機能しない場合は、お求めの販売店または当社テクニカルセンター（下記参照）
にご相談ください。

・ 使用中、電源コードおよび電源プラグ、コン
セントが異常に熱くなる

・ 本体に水などの液体をこぼした

・電源プラグ・コードが変形／破損している
・本体に強い衝撃を与えた
・取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に機能しない

2）�万一、故障／損傷した場合は
保証書に記載されている販売店に、1. お買い上げ日　2. 製品名と型式番号　3. 故障の状況　を連絡のうえ、修理を
依頼してください。

なお、当社テクニカルセンターにご依頼される場合は、お電話または直接宅配便でお送りください。宅配便の場合は、
必ず故障の状況を記したメモと、保証期間内の場合は、保証書を商品パッケージ（梱包箱）に同封してください。

※送り先については、事前にお電話あるいはホームページ（下記参照）にてご確認ください。

3）�保証期間中（1年）は、保証書に記載されているものについては、無料で修理いたします。ただし、安全上および
使用上の注意を無視しての故障、規格外に改造をしたものは、その限りではありません。また、保証期間が過ぎた
ものについては、有料で修理いたします。

4） 補修用性能部品の保有期間について
当社では、このドリップコーヒーメーカーの補修用性能部品について、最終輸入日を起点に5年間保有しております。

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

5） まごころ点検のおすすめ
 長い期間ご使用いただくために、専門技術者による点検（お預かり）をおすすめします。点検
の依頼および料金などにつきましては、当社テクニカルセンターまでお問い合わせください。

※下の枠内に、お買い上げ日を記入してください。点検の目安になります。

 お買い上げ日 年 月 日

6）デロンギ再資源化システムについて
ご不要になった製品は、下記の要領に従い、当社テクニカルセンターまでお送りください。素材ごとに分別し、再
資源化いたします。

送料について：�再資源化の費用は当社が負担いたしますが、送料はお客様のご負担（元払い）
となります。あらかじめご了承ください。

梱包について：�製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱がない場合は、段
ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんでください。

※外箱または送り状に、必ず「再資源化」と明記してください。
※�送り先については、事前にお電話あるいはホームページ（下記参照）にてご確認ください。

以上、アフターサービスについてご不明の点がございましたら、お求めの販売店または当社テクニカルセンターまでお
問い合わせください。

デロンギ・ジャパン�テクニカルセンター（受付時間：土、日、祝日を除く毎日 9:30 ～ 17:00）

コールセンター TEL.�0120-804-280 ／ FAX.�0120-956-020
〒 335-0033　埼玉県戸田市笹目北町�13-13

ホームページでのお問い合わせ（URL）　http://www.delonghi.co.jp/support

〈★以下のような場合には、点検および修理が必要です〉
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